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(木)
主
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
建
設
を
命
じ
ら
れ
た
幕
屋
は
、
会
見
の
幕
屋
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
神
と
民
と
が
公
式
に
会
う
所
で
あ
り
、
礼
拝
す
る
場
所
で
す
。
同
時
に
、
主
な
る
神
が
彼

ら
の
た
だ
中
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
証
し
す
る
も
の
で
し
た
。
神
の
民
と
は
、
主
な
る
神

を
自
分
た
ち
の
内
に
住
ま
わ
せ
る
民
で
す
。
そ
の
こ
と
が
民
に
と
っ
て
の
最
高
の
祝
福
で
し
た
。

や
が
て
神
は
、
御
子
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
た
だ
中
に
住
む
た
め
に
こ
の
世
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。「
言
は
肉
体
と
な
っ
て
、
私
た
ち
の
間
に
宿
っ
た
」（
ヨ
ハ
ネ
一

）。「
宿
っ
た
」
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と
は
、「
幕
屋
住
ま
い
を
し
た
」
と
い
う
意
味
で
す
。
か
つ
て
荒
野
を
旅
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
の
真
ん
中
に
主
が
住
ま
わ
れ
た
よ
う
に
、
人
生
と
い
う
荒
野
を
旅
す
る
私
た
ち
の
内
に
神
が

宿
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
今
日
も
主
は
私
た
ち
の
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
心
の
王
座

を
明
け
渡
し
て
、
主
イ
エ
ス
を
中
心
に
お
迎
え
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

内
住
の
主

私
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
の
う
ち
に
住
み
、
彼
ら
の
神
と
な
る
。（

）
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【聖書各巻概説】 出エジプト記

出エジプト記は旧約聖書の中で最も重要な書であり、

旧約聖書の土台、または心臓部と言われます。新約聖

書を正しく理解するためにも、出エジプト記は鍵とな

る大切な書です。

この書は大きく三つの部分に分けられます。出エジ

プトの出来事を記した部分（１－１８章）、律法の授与

（１９－２４章）、幕屋の建設（２５－４０章）です。

本書の最も大切なテーマは「贖い」です。「贖い」と

は、奴隷状態にある者を代価を払って買い戻すことを

意味しています。エジプトで奴隷となっていたイスラ

エルの民を、主は過ぎ越しの小羊のいけにえによって

解放されました。救い出されたイスラエルの民は、血

による契約を結んで神の民とされました。主は彼らの

神となり、イスラエルは神の民とされたのです。本書

の後半は、贖い出された民がいかにして神を礼拝すべ

きかについて詳しく記されています。

この出エジプトの出来事は、新約におけるイエス・

キリストの救いのわざを指し示しています。主イエス

はご自分の血によって、罪の奴隷となっていた者たち

を救い出し、神の子としてくださいました。キリスト

の贖いによって神の子とされた者たちは、イスラエル

の民にならって、まことの礼拝をささげていくのです。

キリストの福音をよく理解するためにも、この出エ

ジプト記を丁寧に読んでいくことをお勧めします。


